
筑波大学・数理物質系・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１２１０２

挑戦的研究（萌芽）

2022～2021

第２配位圏にルイス酸点を有する錯体触媒の開発と光触媒的CO2還元への応用

Development of metal complexes as catalysts having Lewis acids in the second 
coordination sphere and application of those to photocatalytic CO2 reduction

２０２６４０１２研究者番号：

小島　隆彦（Kojima, Takahiko）

研究期間：

２１Ｋ１８９７３

年 月 日現在  ５   ６   ２

円     5,000,000

研究成果の概要（和文）：第2配位圏にルイス酸を導入するため、２つのピリジンペンダントを導入した第一周
期遷移金属(MnII, FeII, CoII, NiII)錯体を合成した。それらの錯体は、溶液中で酢酸亜鉛(II)をルイス酸とし
て受容し、1:1錯体を形成した。それらの2核錯体を触媒として用いて、電子源及び光増感剤としての[Ru(bpy)3]
2+存在下、CO2の光触媒的還元による高選択的CO生成を達成した。また、2,2’-ビピリジンをベンゼン環の1,3,5
位に導入した配位子を有するルテニウム錯体を合成し、その錯体を自己光増感型光触媒とする高効率・高選択的
CO2還元によるCO 生成反応を開発した。

研究成果の概要（英文）：We synthesized first-raw transition metal (MnII, FeII, CoII, NiII) complexes
 with two pyridine pendants to introduce a Lewis acid into the second coordination sphere. Those 
complexes reacted with zinc(II) acetate as Lewis acid to form 1: 1 complexes. Using these binuclear 
complexes as catalysts, highly selective CO production was achieved by photocatalytic reduction of 
CO2 in the presence of an electron donor and [Ru(bpy)3]2+ as an photosensitizer. In addition, we 
synthesized a ruthenium complex having a ligand with three 2,2'-bipyridine moieties at the 1,3,5 
positions of the benzene ring, and used the complex as a self-photosensitizing photocatalyst to gain
 high efficiency and high selectivity in CO2 reduction to produce CO.

研究分野： 錯体化学

キーワード： 光触媒的CO2還元　金属錯体　ルイス酸　第2配位圏　自己光増感作用

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
同じ配位子を有する汎用性の高い第一周期遷移金属錯体について、光触媒的CO2還元反応に関する系統的検討を
行った例はなく、それぞれの金属イオンの反応特性に関する知見が得られた。また、耐久性の高い自己光増感型
CO2還元触媒を開発し、これまでにない高効率かつ高選択的なCO生成を達成した。これらの成果は、今後の光触
媒的CO2還元反応の開発に関する有用な指針を提供する点で学術的意義があると考えている。一方、本研究の成
果は、SDGsに関連して環境・エネルギー問題の解決が求められる中で、光エネルギーを用いたCO2削減及びその
資源化は、今後の持続可能社会構築にむけた取り組みとして社会的意義があると考えている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
化石燃料の大量消費に起因する地球温暖化や環境汚染などの環境・エネルギー問題の解決

は、持続可能社会の確立に向けた喫緊の課題である。その取り組みの中で、空気中に拡散し

ている二酸化炭素(CO2)の資源化による削

減は、極めて重要な位置を占めている。金

属錯体による CO2 の光触媒的還元反応は

現在盛んに研究されているが、1 atm の

CO2 雰囲気下での反応や還元剤に対する

生成物の収率が低い反応が殆どである。空

気中に分散された CO2 を CO として資源

化する場合、高効率な触媒への電子注入と

CO2 が配位した中間体を安定化すること

により、低濃度の CO2を効率よく捕捉し、

後続の脱酸素を円滑に行う仕組みが必要

となる。 
このような要請の下、我々は、天然に存在

する CO2 を CO に変換する金属酵素、一

酸化炭素脱水素酵素(CODH)の活性中心に

おいて、直接 CO2と反応する Ni 中心の構

造（図１;  J. H. Jeoung, H. Dobbek, Science 
2007, 318, 1461）に着想を得て、N2S2型４

座配位子(bpet; L1)を有する Ni 錯体を合成

し、それを触媒として用いた光触媒的 CO2

還元による CO の高効率・高選択的生成に成功した(J. Am. Chem. Soc. 2017, 139, 6538)。さら

に、CODH の NI 中心近傍の Fe(II)イオンが Ni(II)中心に配位した CO2
2–配位子の酸素とルイ

ス酸として相互作用することに着目した(図１)。さらに、その Ni(II)錯体触媒の第２配位圏

にルイス酸を導入することにより、光触媒的 CO2 還元をさらに高効率かつ高選択的に進行

させることに成功した(J. Am. Chem. Soc. 2019, 141, 20309)。 
 
２．研究の目的 
本研究では、可視光照射による低濃度

の CO2の高効率・高選択的な CO への還

元を可能とするため、第 2 配位圏にルイ

ス酸点を有する第一周期遷移金属錯体触

媒の開発とその金属イオンが光 CO2還元

反応に及ぼす影響を明らかにすること

（図 2）、及び分解生成物が触媒となってしまう[RuII(bpy)3]2+を必要としない、耐久性の高

い自己光増感型錯体触媒の開発、そしてそれらを用いた

触媒系の開発を目的とする。 
 
３．研究の方法 
(1) 第２配位圏にルイス酸を導入した第一周期遷移金属錯

体を触媒とする CO2の光還元反応 
 図３に示すように、N2S2型４座配位子の２つのピリジン

環の５位に２−ピリジルメチル基を導入した配位子を有す

る各種第一周期遷移金属錯体を合成し、光増感剤である

[RuII(bpy)3]2+、および犠牲還元剤である BIH (= 1,3-dimethyl-
2-phenyl-2,3-dihydro-1H-benzo[d]-imidazole)を含む DMA (= 
N,N-dimethylacetamide)/ H2O (9 : 1, v/v)混合溶液に、CO2雰

囲気下で LED 光(中心波長: 450 nm)を照射し、それぞれの

CO2還元触媒活性の評価を行った。 
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図１．CODH による CO2還元の推定反応機構。 

図 2．ルイス酸(LA)の相互作用による金属ー
CO2錯体の安定化と CO2分子の活性化。 
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図３．ピリジンペンダント
を 有 す る 錯 体 触 媒
[MII(L2)(solv)2]2+ (MII = MnII 
(1), FeII (2), CoII (3), NiII (4))
の構造模式図。 



 

(2) 自己光増感型単核ルテニウム錯体触媒による光触媒的 CO2還元による CO 生成反応 
 既報に従って配位子 5 を合成し、配位子 5 と[RuCl2(DMSO)4]をエタノール中で反応させ、

配位子 5を持つ単核錯体 6を合成した(S. E. Stitzel and co-workers, Inorg. Chem. 1998, 37, 4368)。 
 

 

図４．本研究で用いた 2,2’−ビピリジン誘導体(bpy3Bz; 5)、それを配位子とする Ru(II)単核錯

体([Ru(bpy3Bz)]2+; 6)。 
 

 

４．研究成果 

(1) 第２配位圏にルイス酸を導入した第一周期遷移金属錯体を触媒とする CO2の光還元反

応 
 反応溶液中に光増感剤として加えた[Ru(bpy)3]2+の濃度を低く抑えた条件では、図３に示

す錯体 1 - 4 では、光触媒的 CO2還元反応において、中心金属によってピリジンペンダント

を導入したことの触媒活性への影響が異なった。NiII錯体およびMnII錯体では、ピリジンペ

ンダントの有無にかかわらず、高効率・高選択的に CO が生成したが、CoII錯体では、ピリ

ジンペンダントを導入したことにより、生成物選択性が H2優位から CO優位となり、FeII錯
体では選択性が CO優位から H2優位へと変化した。これらの結果から、光触媒的 CO2還元

反応における各錯体に関する第二配位圏の効果の差異が明らかになった。 
 次に図３に示す錯体 1–4 を触媒に用いて、光触媒的 CO2還元反応における Zn2+イオンの

添加効果を検討した。その結果、いずれの錯体においても、酢酸亜鉛(II)を添加することで、

CO 生成量が増加し、光触媒的 CO2還元反応における酢酸亜鉛(II)の添加効果が認められた。

錯体ごとに CO 生成量を比較すると、Co 錯体 3 を触媒として用いた場合、酢酸亜鉛(II)添加
前後で CO の生成量が、4.23 µmol から 10.3 µmol へと 2.4倍に向上した。この増加率は、4
種類の 3d遷移金属錯体のうちで最も高く、次いで Fe 錯体 2 の 2倍、Mn 錯体 1 の 1.75倍、

Ni 錯体 4 の 1.3倍という結果となった(Figure 2)。さらに低濃度の錯体 1、2 および 3 を触媒

として用いた場合でも、光触媒的 CO2還元反応が高効率に進行した。4時間の光照射を行っ

た際の触媒回転数(TON)はそれぞれ、875、331 および 351 となり、CO の選択性は、それぞ

れ 95%, 75%および 99%となった。いずれの錯体を触媒に用いた場合でも、高効率・高選択

的な CO2還元に対する光触媒系として作用することが示された。さらに、Xeランプ(中心波

長: 450 nm)を用いて決定した、錯体 1、2 および 3 を用いた CO 生成の量子収率は、それぞ

れ 1.95%, 0.78%および 1.00%となった。 
 これらの結果は、光触媒的 CO2 還元反応において、ピリジンペンダントとルイス酸を存

在させることで、反応を高効率に進行させられることを示唆し、光触媒的 CO2 還元反応に

おけるルイス酸の添加効果が確かめられた。さらに、遍在する 3d 遷移金属錯体において、

同一配位子を有する複数種の金属錯体を用いた、高選択的に CO を生成する光触媒的 CO2

還元反応系の構築に成功した。 
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(2) 自己光増感型単核ルテニウム錯体触媒 6 による光触媒的 CO2還元による CO 生成反応 

 BIH を還元剤として CO2還元反応を行ったところ、光増感剤を必要とせず、高い量子収率

(22.5%)で CO のみが選択的に生成することを見いだした。この場合、１つの bpy 部位が解

離して反応点が形成され、CO2還元が進行すると考えられる。また、反応終了後の 1H NMR
スペクトルから、錯体 6 は全く分解せず、極めて耐久性の高い自己光増感型 CO2還元触媒

として機能することが明らかとなった。 
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